












































































































































介した詩画第鎮魂と再生のために 長尾和と 25人の詩人たち』は、このような「ア トー・ エイド ・
神戸」のネットワ ークのなかから生まれたものである。この間の活動は、島田誠の『幅幅、赤信号





























で構成された小谷泰子のIDestruction in BlueJ (芦屋市立美術館)は、生と死の地鳴りに翻弄さ
れ、悲しみに流され、絶望に耐える人間の精神を静かに表現している。
V 芸術家の努力と可能性
最後に、第Vの表現として、震災後の社会を表現した作品について述べておこう。
やはり多くの作品は建物の破壊を描き、人間の悲哀と希望を描き、そこで、終わっている。震災以
降の社会がどのようなものだ、ったのか、直視した作品は少ない。
ただひとつ、井上虞子は仮設住宅の鉄骨を組み立て、四つの寝台を並べ、枕の位置に石碑を置い
た。ベッドの胸の位置には、看取られることなく流れ出した血液が黒くたまっている。鉄のプレイ
ムを透過する光と空気が、日本の行政のもとに、この社会のもとに、生きることの虚しさを伝えて
いる。彼女の「魂の記憶 98・7・25-220J一ーその日、仮設住宅で孤独死した人は三三O人に
のぼった一一〈作品1)こそ、震災後の現在を表現したものだ、った。
私は「震災と芸術」展の作品を五グループ。に分けて解説してきた。
第 Iグループ。は、地震による破壊のすさまじさ、その反応を表現した作品群。そのひとつは、物
の破壊への驚きや畏敬であり、第三は破壊を描くことによって癒しを求め、さらに復興のファンタ
ジーへ移っていった流れである。その第三に、地震への対抗暴力を表現した作品。第四に「自然を
おそれよ」と地震のエネルギーを賛美するもの、第五に震災によるカオスを描き続けた芸術家をと
りあげた。
第Hグループ。は、記憶にこだ、わった芸術である。
第Eグループ。は、希望を表現しようとした作品。そのひとつは、すぐ復興のファンタジーを夢み
たもの、第二は人と人との連帯、信頼をt齢、た作品、第三は、震災に耐える日常を表現したものが
ふくまれる。
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第Nグループ。は、人間の破壊と悲しみを描いたものであり、第Vのグループ。として、震災後の社
会を表現したものについて、述べてきた。
全体を見たとき、芸術家はそれぞれの現在に沈思し、そこからマスコミや行政の気分に流されな
い、壊れた社会の感情を鮮明に表現してほしかったと思う。もしこのような大震災が北京、ジャカ
ル夕、クアラ・ルンプールで、起こっていたら、中国やインドネシア、マレーシアの芸術家たちは、
ずっと強烈な作品を残したのではないか、と想像する。
「震災と芸術」の展示は、それでも日本の芸術家の努力とその限界、わずかな可能性を伝えてい
る。
この可能性を用意したのは「アート・エイド・神戸」のような、芸術家同士の会話であり、芸術
家と社会の会話である。「もっと語れ、語って描け」と震災と芸術展はささやいているようだ。
